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 審 査 の 要 旨 
【批評】 
タッチパネルを搭載した端末が市場に多く出回るようになり、それらの端末における文字入力に用
いられるソフトウェアキーボードに関する研究も多く行われており、その入力の効率化が期待されて
いる。本論文は、物理キーボードにおける効率的な入力手法であるタッチタイピングをソフトウェア
キーボードにおいて実現するという着想に基づき、複数のソフトウェアキーボードを実装し、実験に
よってその入力性能とタッチタイピングの実現性を検証した結果を示している点において、上記の期
待に応えるものである。 
本論文では、ソフトウェアキーボードにおいてタッチタイピングが困難である理由をユーザがキー
の位置に指を合わせることが困難であるためとしている。そして、その解決策としてソフトウェアキ
ーボードではキーの形状と位置を自由に設定可能であることに着目し、適応型ソフトウェアキーボー
ドと呼ぶ、指の位置にキーを合わせるソフトウェアキーボードを報告している。キーの位置を合わせ
るためのインタラクションは複数の指を一斉にタッチパネル上に置くというものであり、最終的に
は、文章入力時にユーザがその動きを逐次行うようにデザインにすることによって、キーの位置合わ
せをユーザが意識する必要をなくすという、オリジナルな設計となっている。また、アイズフリー入
力時に個々のキーを入力するためにユーザがタッチした領域がキー同士で干渉していることを明ら
かにし、それを抑えるために一部のキーを省略した減数キーボードを提案している。既存のソフトウ
ェアキーボードとの比較実験を行うことによって、実装したソフトウェアキーボードと既存のそれと
の性能差を明らかにしており、また長期実験によって入力速度の向上とエラーの頻度を抑えられる可
能性を示しており、長期的には実用レベルに達する可能性を示している。 
さらに、これらの結果として、手のずれに対して逐次キーの位置を合わせていく、および、キーの
数を減らす、という、ソフトウェアキーボードにおいてタッチタイピングを実現するために汎用的に
適用可能であると考えられる知見を示している点でも意義がある。 
本論文は、今後もタッチパネルを搭載した端末において利用され続けると推定されるソフトウェア
キーボードにおいて、タッチタイピングを実現するための課題とその一解決策に関する有用な知見を
提示しており、新規性、有用性が認められるものである。よって、博士論文として十分な内容を擁し
ていると考え、博士の学位を受けるに足るものであると評価する。 
 
【最終試験の結果】 
平成３１年１月３０日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
